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2010 年  01 月  10 日  

熊野の旅 号砲一発 走っていました 新春駅伝大会  

 

 

 スタート時間の少し前になると、少しずつ観客が出てきます。 
 かわいらしい婦警さんも整理に立っています。 
 交差点ごとに「体協」の人などが立ってコースを間違えないように手を振ります。 
 ここは、熊野市駅を出発して 600m くらいのところ、ちょいとした上り坂で、「記

念通り」から「本町通・古道通り」に入るところです。 
 これだけの距離でもずいぶん隊列が捌けて居ます。 
 何しろ、市民マラソンみたいな駅伝で、参加者がさまざまですからね。 



 

 これがトップ集団です。 
 やっぱり、陸上のユニホームを着た学生さんですね。 
  とりあえず今日は、この速報写真のみです。 

 
Tags:熊野市 熊野古道          by je2luz | 2010-01-10 12:03 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  11 日  

熊野の旅 熊野市新春駅伝大会 ２０１０  

 今日はどんより曇っていますが、昨日は快晴で抜けるような青空の下、駅伝大会が

行われました。 
 私は１区の木本町しか見たことがありません。 
 出発して木本町を一周して駅裏に向かう街中コースです。 
 おそらく『花の１区』なんだろうと思います。 
 この沿線だと、ぽつぽつ応援の人が出てくれています。 
 スポンサー付きの大きな駅伝ではないですから小旗を振ってとかのぼりを立てて

なんてのではありませんが、おばちゃん、おばあちゃんを中心にどこの子にでも声援

を送ってくれます。 
 １区ですからまだそんなに捌けて居ないのでほんの数分の時間だけですから、ちゃ

んと表で張り込んでいないと見過ごしてしまうイベントです。 



 

 

 この駅伝もすっかり定着はしているのですが、参加者はスポーツ少年団とか中学、

高校の運動部の参加は続いていますが、いわゆる「青年団」「職域」などの年齢層の

チームが減ったようです。 
 かつては、「参加することに意義あり」の仮装したチームがいくつもあったのです

が、今年あたりは、「消防」「親地町六方」くらいが目に付いただけですね。 
 多分、「近大高専」のチームもあったのだと思いますが、後一回か二回で学校が名

張市に行ってしまうのでここでの参加はなくなるのでしょうね。 
 このシーズンは全国各地でこうした「市民駅伝」や「市民マラソン」が行われてい

ることでしょう。 
 過疎化とか老齢化でこうしたイベントの継続で悩んでいる町も出てきているので

しょうね。 
 熊野市などでは参加者の数はもちろんですが、街角の誘導などに出てくれるボラン

ティアの人がどんどん高齢化しています。 



 こうしたボランティアは中々世代交代しないものです。 
 重労働でもないから高齢者でも出来ますが、いつまでも生きているわけでもないし

… 
 熊野では寒い時期と言っても雪が舞うとか、寒風が吹きすさぶ…なんてありません

から、一枚余分に着込めば大丈夫ですけどね。 カメラを握って待機していても日向

に居れば寒さなんか感じません。 

 

 と、言うことで、この「熊野市消防署」が最終ランナーだったようです。 
 デジタルカメラの最後のカットでしたから… 

 
Tags:熊野市 熊野古道                 by je2luz | 2010-01-11 11:28 

 

 

 

 

2010 年  01 月  12 日  

熊野の旅 朝寝坊  

 今日はものすごく寝坊をしました。 
 旅行なら「列車に乗り遅れ」と言うやつになりますね。 

  
 ここのブログの古い記事を整理保管しようと言う作業に慣れてきて、ピッチが上が

るようになったので、ついついがんばってしまって夜更かしをしたからでしょう。 
 元々夜更かしなんですが、それより夜更かしになってしまい、夏なら外が明るくな

る時間まで気が付きませんでした。 
 寒い部屋でやっているので眠くなりませんしね。 
 「ここで眠ったら死んじゃうぞ！」と言うほど寒いわけではないですが、熱源は自

分の体温と、史上最高の発熱を誇る Pentium-D だけですからね。スタンドのライト



も電球型蛍光灯でちっともあったかくないし… 
 それでも、窓の外、直線１００m ほどで「黒潮の海・熊野灘」と言う湯たんぽのあ

る所で良かったです。 
 毎年、万の単位で節約できていますからね。 
 こんな暖かなところでも、普通の家では暖房を入れるようになってしまったようで

すけどねえ… 
 わざわざ暖房しなくても、みんなで地球を暖めて冬が過ごしよくなっているのに… 

 
 と言うことで、今日は記事を書くのもサボります。 

 
                       by je2luz | 2010-01-12 12:23 | 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  13 日  

熊野の旅 障害物三つ 災害   

 今のところ、この周辺での観光には三つの大きな障害物？があります、 
 そのうちに二つは、逆に現場を見た人には印象に残って土産話になるかもしれませ

ん。 

 
 一番目は例の転覆座礁フェリー「あかつき」です。 
 油の抜き取りは一応終わったことにはなっていますが、撤去方法で地元の漁協と話

し合いが付いていません。 
 船会社はここで切断する方法をずっと主張していますし、漁協は浮上曳航方を主張

しています。 
 どう考えても、「出来ない」のではなく「高くつく」と言うだけのことだと思うの

ですけどね。 



 サルベージ王国の日本であれくらいのことが出来ないとは思えませんからね。 

 
 二番目は「松本峠の路面損壊」です。 
 こちらもまだ復旧しません。 
 通行にさほど支障があるわけではなく、「自然の猛威」を教える教材にはなるので

すが、まったくわからない人にはこの現場が語りかけていることは通じないでしょう。

単に「通りにくいだけ…」なのかと思います。 
 森羅万象周りのものに神々が宿り、それを感じて旅をするのが「熊野詣」だとすれ

ば不感症状態では困るのですけどね。 
 もっとも。百里も二百里も歩いて旅をした時代と、数時間舗装道路の上を疾走して

来て良いとこ取りするのとでは感受性も大きく変わって当たり前ですけどね。 

 
 三番目は「鬼ヶ城遊歩道通行止め」です。 
 これも、長年通行止めになっていたものをようやく再会したばかりだったのですが、

又やられちゃいました。 
 今は管理責任を問われますから、すぐに通行止めにします。 
 この件は新聞の投書で「どうしてすぐに直さないのか？」というのがありましたが、

一輪車でさえすんなりは入れない場所に資材を搬入し工事をするのは、今の時代の土

方にとっては大変なことなのです。 
 それに、昔のように、「何とか通れる」の形ではだめですからね。 
 危ないところは「危なくない」ようにしなくてはなりません。 
 何しろ、高波の時に観光客を鬼ヶ城に誘導したバス会社があり、事故が発生した後

で、熊野市も「閉鎖しなかった」と言うことで被告席に座らされたことがあるので、

神経質になっています。 

 



 前回の通行止めのときも、観光客の人たちの一部は、立ち入り禁止の看板とロープ

を無視して周遊コースを回っていましたけどね。 
 そもそも、「特別天然記念物」を削って道をつけ、手すりまでつけるのはおかしい

と言えばおかしいのです。 
 おかげさまで私が子供の頃より事故は減りましたけどね。 
 でも、遊歩道を通り抜けて、「鬼ヶ城の良さ」を味わおうと言う観光客はほんのわ

ずかしか居ないんです。 
 構造上、１Km ほどの遊歩道を通り抜けてから元の自分の車の戻るのをどうしよう

か？と言うことが付いて回りますからね。 
 これは「熊野古道」の各峠についても同じことなのですが… 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ           by je2luz | 2010-01-13 12:15  

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  14 日  

熊野の旅 薄氷  

 今朝は結構冷え込んだらしく外の流しに汲み置いてある水に薄氷が張っていまし

た。 
 年に数回しか張りませんからかなりだったのでしょう…昨夜は体感的には大した

事無かったのですけどねえ。 
 でも、お昼が近いと言うのに、我が家で一番寒い洗面所の温度計が＋３度ですから、

明け方には零下になったのかもしれません。 

 

 取り出して写真に出来るほどの厚みは無さそうです。 
 一山越えた飛鳥などの山間部だとほぼ毎晩もっと厚い氷が張ります。 
 水道も断熱してあっても凍りつき朝は出ないことがあります。 
 まさに寒冷地です。 



 大又川も流れの無い岸辺の方が凍ります。 
 本流は流れがあるので凍らないのですが、昔、本流の表面も凍りついたことがある

ようです。 
 こんな時期の「中辺路」など紀伊山地を横切る熊野古道は寒いでしょうね。 
 まして修験道の道だった「奥駆け」などは雪もかかることになります。 
 風の当たる場所は木々に囲われているのであまりありませんが、その分日も当たり

ませんからね。 
 「高野山」「大峰山」…霊場と言うところは寒いところです。 

 
 難破船「ありあけ」の撤去が決まったようです。 
 フェリー会社の言うとおりに現場で４つに切って運び出すのだそうです。 
 海を汚したらその時に考える…みたいな協定のようです。 
 トラックデッキ、コンテナデッキともに仕切りの無い構造ですから、積荷はどんど

ん落下して漂うのでしょう。 
 まあ、劇物や毒物が無いことを祈ります。 
 どうせ全品回収なんてしないでしょうからね。 
 各地でこのような船の座礁、転覆、沈没が繰り返されていますから珍しいことでも

ないのです。 
 すぐに忘れられますね。 
 串本の「トルコの軍艦」などは語り継がれてきましたが、ビキニで被爆した第五福

竜丸のエンジンが乗っていた船が御浜町の沖で難破し沈没したことなどすぐに忘れ

られたくらいです。 
 「ありあけ」も事故としては大きなものではないので、船体が片付けられればすぐ

に忘れられるでしょうね。 
 切断し吊り上げるようになったら写真を撮りに行ってきます。 
 こちらも、薄氷を踏むような作業ですが、やる側にはそんな意識は無いでしょうね。 
Tags:熊野市 熊野古道 大又川       by je2luz | 2010-01-14 12:02 

 

 

 

 

2010 年  01 月  15 日  

熊野の旅 日差しはもう春の気配 波田須・大吹峠  

 冬至から一月近く経ってきました。 
 日もずいぶん長くなりました。 
 季節は「寒」のさなかで、もうすぐ「大寒」になろうかと言う時ですが、お天道様

の暖かさはどんどん増しています。 
 陽だまりにいればぽかぽかするようになりました。 
 そんな場所はもう春のような感じです。 
 後半月で「立春」です。 
 今年は２月４日だそうです。 



 
 普通は「峠道」と言うと寒い場所と決まっていますが、「大吹峠」や「松本峠」は

海抜も１００ｍ台ですし、目の前が海…磯が歩けないから山に入って迂回しているだ

け…ですから、南斜面、新宮方向は陽だまりになって暖かな場所です。 

 
 この辺では「波田須」が一番暖かいとされています。 
 急斜面に張り付いている段々畑と点在する民家… 
 列車で「波田須」に来ると。一番下の海辺に着きます。 
 一番暖かな場所で、よじ登るような坂道を登り、「徐福の宮」を回って「大吹峠」

へ… 
 寒いなんて感じる暇は無いでしょうね。 
 人によっては振り返って光る海を眺める余裕も無いかもしれません。 
 どこで立ち止まって眺めても、広い熊野灘が眼下に広がっているのですから、余計

にみなくなるかもしれませんけどね。 
 とにかく見晴らしは良いしところです。 
 運が良ければ？猿の軍団に遭遇すると思います。 
 冬も暖かいので猿が増える一方です。 
 野菜も作れないほど猿軍団の方が強くなっていますからね。 

 
 いかがでしょうか？ 
 列車で旅する人でも気が付かないで通過してしまうような「波田須駅」で降りて。

暖かな「熊野古道」を散策するのも良いものですよ。 
 もちろん、特急なんてのは停まりません。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ             by je2luz | 2010-01-15 11:20 



2010 年  01 月  16 日  

熊野の旅 飛鳥・昔の門松  

 古いネガアルバムの中で一枚、門松の写ったのを見つけました。 
 昭和３３年・１９５８年の正月らしいです。 

 

 場所は熊野市飛鳥町小阪、自宅、米蔵の前です。 
 写っているのは親戚の子です。 
 これは玄関前の庭に立てるのに比べると小さなものです。 
 このように、庭に杭を打ち、「榊・さかき」を芯に「裏白しだ」「松」「ゆずり葉」

などを足元に配してあります。 
 これでも高さは３m はあるでしょうね。 
 玄関前のは４m を越すようなものを立てる年が多かったです。 
 家のじいさんはでかいのが好きでしたからね。 

 
 そんな大きな「榊」を山から運んでくるのも大変だったでしょうね。 
 今のように軽トラだとかがあるわけではないし、第一、私の家の集落には今で言う

ような「市道」や「農道」は入っていませんでしたから、自動車は入れなく山から家

までは人間の肩で運ばれました。 
 ずるずる引きずるわけにも行かないし… 
 爺さんは自分で運ぶわけではなし… 
 「かみなり」と呼ばれていたくらいですから、ひたすら怒るだけですからね。 
 かくして毎年大きな「門飾り」を立てていました。 

 
 ちなみに、この辺の餅は「丸餅」です。 
 焼いて食べるには四角い切り餅の方が美味しいような気もしますけどね。 

 
 昔は、ものすごく大きな「鏡餅」をお供えしたし、供える場所も多かったし…さら



には、「礼回り」と言う年賀の行事があって分家筋から「鏡餅」を持って年始の挨拶

に来ましたから、恐ろしい量の餅が残ります。 
 電気冷蔵庫も冷凍庫も無い時代ですから、すぐに硬くなって割れてくるかカビが生

えるかしたものです。 
 そうなると食べられなくなりますから、保管は水に漬け込んだ『水餅』にしました。 
 時々水を替えながら保管しますから、人によっては「水臭い」などといいましたが、

私はカチンカチンの歯が立たないようなものより、焼いてお茶に付けて食べる時、こ

の「水持」のように柔らかいのが好きでしたね。 

 
 大体、ラップも無い時代ですから、暮れの２８日頃についた餅は、鏡開きの頃には

パリパリ、カチンカチンでしたからね。 
 そのままだと、切ると言うより斧や金槌で叩き割ると言うような状態でしたね。 
 ４・５日水につけてようやく何とか切れるものです。 
 でも、食べ飽きるし、段々ふやけて溶け出してくるし… 
 そんな時も、よくついた餅は溶けませんが、手抜きをしたつき足らない餅はどろど

ろになりました。 
 大体、餅を見るとどこの家が「礼」に持ってきたか判ったものです。 
 でも、そうした風習もどんどんなくなっているようです。 
 私は分家ですが本家に「礼」に行った事が無いです。 
 それに、「鏡餅」なんて作ったこともないし…おふくろが元気だった頃には持って

きて飾っていた状態でしたからね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2010-01-16 11:13 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  18 日  

熊野の旅 PC・アプリケーション整備のため休載  

 アクロバットをインストールして、ブログ記事を PDF 化しようと企てています。 
 ここはプロバイダーでやってくれるようですが、これだけの量に膨れてしまったの

では、自前でやる方がよさそうです。 
 初めての作業なので手探りになりそうです。 
 ワードに流し込んで写真の大きさも改ページも体裁を整えて、後は字句の校正でい

いようになっていますが、これが化けるようだと厄介ですね。 
 と言うことで、今日も休稿です。 
                       by je2luz | 2010-01-18 12:26 

 

 

 

 



2010 年  01 月  19 日  

熊野の旅 本決まり 近大高専来春撤退・転進？  

 とうとう本決まりになるようです。 
 近畿大学系列の工業高等専門学校が来年の春に「名張市」に行くそうです。 
 見込み客の数がまったく違うのですから仕方ないでしょう。 
 ここでは県立木本高等学校の方が人気があるのは、まあ、当たり前ですし、さらに、

県立紀南高校まであるのですからどう考えても維持は出来ません。 
 全員進学しても定員に満たないわけですからね。 
 これでも、近大はよく我慢した方だと思います。 
 採算など当の昔に合わないし、合う見込みも無かったはずですからね。 

 
 近大高専が引っ越す先も、近年各地で起きている大学の廃校問題を抱える名張市が

空いた校舎を提供して誘致しようと言うものです。 
 新しく開校させるのではなく、よその町の既設の学校を横取りしようと言う、考え

てみればものすごい施策なのですが、問題視もされませんね。 
 就業年数が５年ですから、今年入学した子は残りの４年間を名張市で送ることにな

ります。 
 来年入学予定の子はそのつもりの子以外は針路変更したことでしょう。 
 高専は推薦入学が多かった分、進路変更も成績しだいでは難しい子も居たでしょう

ね。 

 
 地元の有志の寄付を中心にして土地を買い、熊野市経由で近畿大学に渡して誘致し

た「高専」ですが、ほぼ半世紀して、空き家になります。 
 敷地面積などは県立木本高校よりは広いと思われます。 
 しかし、戦前の旧制中学・旧制女学校の伝統を引き継ぐ「木本高校」を引越しさせ

るわけにも行かないでしょう。 
 場所的にも「木本町」から「有馬町」に変わる事になりますからね。 
 と、言うことは… 
 奥有馬・産田神社の隣に広大な廃墟が出現することになります。 
 今時、工場が進出してくるはずもありませんしね。 
 第一、道路がありません。 
 大型トラックやトレーラーの入れないところですからそうした使い方は不能です。 

 
 市営グランド、市営球場、サッカー場、テニスコートなんて施設は、すでに『山崎

運動公園』と言う形で整備されていますしね。 
 その施設でさえ、完成した時には使う市民が減ってしまい、よそから来る学生さん

などの合宿とかに使ってもらっている現状ですから、使い道も減ってしまいそうです。 
 この土地… 
 熊野市が買い取ることになるのかなあ… 
 歴史的経緯は別にして、近大の財産ですからねえ… 



 

by je2luz | 2010-01-19 11:35 | 

 

 

 

 
Tags:熊野市 昭和                2010 年  01 月  20 日  

熊野の旅 下の大馬神社  

 「大馬神社」と呼ばれるものは同じ井戸町、同じ川筋に二箇所あります。 
 一つは上流、大馬地区にあるもので、うっそうとした杉林・巨岩・滝を持った神域

の中にある厳かな雰囲気の社です。 
 もう一つは下流、川が平地に入ったところにある、明るい感じの鎮守様的な社です。 
 本来の宮さんは奥のほうのものでしょうね。 

 



 しかし、下の宮のほうが、井戸地区の人にはお参りしよいのでそちらで参拝を済ま

せることが多いようです。 
 神主さんも普段はこちらで生活しておられるようです。 

 
 
 このように神殿は二つの建物を合わせた、棟割長屋的な形です。 
 事実、祀られているのもまったく違うものです。 
 下の写真のように、向かって左側は本来の姿なのでしょう、「八幡神社」になって

います。 
 右側は戦死者を祀った「御霊神社」になっています。 

 
 この「御霊神社」は東北などの田舎には多く作られたようですが、村から出征した

兵士で帰ることのできなかった人たちの遺影を飾り、御霊を慰めるものです。 
 この辺りではこうした形を取らず、「忠魂碑」「慰霊塔」と言う名の大きな石碑が建

っているところが多いのですが。ここは昭和 36 年にこのような社を建てたようです。 
 社の中には井戸の戦死者の方の遺影が飾られています。 
 私の親父は有井村ではなく木本町からの出征でしたから、ここには居ません。 
 隣町ですから、顔なじみはたくさん居られるでしょうけどね。 

 
 このように、同じ「大馬神社」でも奥社と下社では随分違います。 
 わざわざ熊野まで足を運んで参拝するならこちらではなく、不便でも奥の宮様に行

かなくてはならないでしょうね。 
 徒歩なら片道 30 分余りは掛かるでしょうけど… 
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